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日本 を 出て 来る 前から、 独逸で はへ— ゲルの 復興が 

行 はれて ゐる こと を 私 は 聞いて ゐ ました。 いかにも 

へ ー ゲルに 関する 書物 はかなり 出て ゐ ます。 なるほど 

大学の ゼ ミナ— ル では 何処でも 好んで へ ー ゲル を用ゐ 

てゐ ます。 しかし 私たち を 本当にへ ー ゲルの 思想 世界 

へ 導いて くれる 者 はま だ 見当らない やうに 思 ひます。 

I 私に ひとつの 新しい 独逸 語 を 作らせて 下さい —— 

それら は 凡て かの Hegelrei ではない でせ うか。 今の 

独逸で へ— ゲルに 関する 学者と して は、 知識に 於いて 

は ミュンヘンの ファルケ ン ハイム、 体系的な 方面で は 

フライブルクの エビングハウスが 第 一 流と 見做されて 



も 私たちのへ ー ゲルに 関して 纏った こと を 書かせて 戴 

きませ う。 

同じ やうに 日本 を 発つ 以前、 独逸で は 歴史哲学 や 精 

神 科学の 基礎的 考察が 盛んになりつつ ある こと を 私 は 

ひとから 聞かされて ゐ ました。 しかし 私 はこの 方面に 

於いても あまり 多く を 期待して ゐた かも 知れません。 

シュ プラン ゲル、 シュ ペン ダレル、 ヤス ぺ ルスな どの 

もの は 面白く 読まれ ますが、 方法 的 思惟に 於いても、 

対象 的 思惟に 於いても、 執拗な、 根強い 思索の 統一 力 

が 欠けて ゐ はしない でせ うか。 この間に あって、 マツ 

クス . ゥェ ー ベルの 経済学の 方法論に 関する 論文 集と 



マックス. シェ— レルの 倫理学の 本と は、 共に 多少 鮮 

かな 特色 を もって ゐて、 何物 か を 私たちに 教 へて くれ 

る ことが 出来る やうに みえます。 永い 間 待って ゐたト 

レルチ の 歴史哲学の 書物が 出ました。 この 書 は 現今の 

独逸の 歴史哲学 的 研究の 状態に 対して 第 一 流の 徴候 的 

著述で あると 思 はれます。 トレルチ は 彼の 博識 を もつ 

て 近代の 歴史哲学 的 思想の あらゆる もの を 批評して ゐ 

ます。 けれど 歴史哲学が 如何なる 地盤に 立ち 如何なる 

方向に 進むべき かと 云 ふこと に 就いて、 彼 自身 明確な、 

徹底した 洞察 を 欠いて ゐる ために、 千 頁に 近い これら 

の 批評 も 凡て 宙に 迷って ゐ ます。 謂 はば 彼 は 近代の 歴 



史 哲学的 思想家た ちの もろもろの Geister を ひとと こ 

ろに 集めて 弔 ひ をして ゐ るので す。 彼が この 盛んな 弔 

ひ をして くれた こと は、 私たちに は 教訓の 深い ことで 

した。 精神科 学 や 文化 哲学の 基礎 附け はこれ まで 試み 

られて 来たと は 全然 別の 途 によって 新しく 始められな 

ければ なりません。 科学の 学 的 性質 を 明 証の 伴 ふ 普遍 

妥当性と して 規定し、 その 根拠 を 求めて ゆく と 云 ふ 形 

式 的な 方法 は、 ある 種の 科学に とって は その 本質的な 

特性 を 毀す ことにな り、 それが 自然に 成育して ゆく 形 

態 を 曲げる ことにな り はしない か を 私 は 疑 ふので す。 

たと へ 明 証と か 普遍妥当性 とか 云 ふ 概念 を 保存す るに 



しても、 これらの 概念 は 新しい 方法に よって 作り 更へ 

られ ねばなら ぬので はない かと 私 は 思 ひます。 昨年の 

十一月 二十 九日、 フランク フル テル • ツァイ トゥン グ 

に フリッツ • シュ トリ ヒが、 『現代に 於け る 精神 歴史の 

本質と 課題』 と 云 ふ 論文 を 寄せて ゐ ました。 シュ トリ 

ヒは 若い 歴史学、 殊に 文学史 や 芸術 史の 傾向が Stil の 

歴史 を 目差して ゐる こと を 述べ、 その 代表者と して 

ゥ エルフ リンと グン ドルフと を 挙げました。 新しい 歴 

史学 は 「根本 概念の イデ ー と 創造的 発展の イデ ー」 と 

によって 古い ヒストリ ス ムス を 破壊し ました。 「根本 

概念」 は 永遠に 人間的な、 本質的な 実体であって、 こ 



ふこと が 恰も 私たちの 問題になる の だと 思 ひます。 従 

つて 歴史的 生命 を ひとつの 有機的 生命の アナ ロギ ー に 

依って 考察す ると 云 ふこと は、 やはり 「本質的に 歴史 

的なる もの」 を 取 逃す ことにな り はしない でせ うか。 

歴史 科学の 課題 を ひとつの Morptiologie と 解す る こ 

と は、 その 前提に 於いて 矛盾 を 犯して ゐ ると 思 ひます。 

例へば 有機体との アナ ロギ— に 依って、 社会に 目的 関 

係の 存在す る こと を 論断し ようと 云 ふの は、 むしろ 正 

当な 論理的 順序に 逆行す る もので はないで せう か。 目 

的、 機能 または 構造の 関係 は、 歴史的 社会的 現実に 於 

いて こそ 実際に 体験され、 到る 処 追跡し 得る に反して、 



統 的に 調べ 集める ことによって 初めて 出来る のです。 

私 は 学問的 意識の 綜合 作用が 学問の 成長して ゆく 条件 

であると 考 へずに は ゐられ ません。 学問の 綜合 的 精神 

を 発揮す るた めの 綜合 大学の 制度が、 単に 経済的 管理 

を 便宜に する ため、 中央集権 的 支配 を 容易に する ため、 

或 ひ は 学者が 彼等の 墙壁を 堅固に する ための 機関と な 

つてし まふの は 恐るべき ことであります。 学問的 意識 

の 自由な 綜合 作用が はたらく ときに のみ —— 私 はかの 

Vielwisserei または ディ レツ タン ティ ス ムス を 云って 

ゐ るので はありません —— 特殊の 学問 も 栄える ことが 

出来る の だと 思 ひます。 ァカデ ミケルが 自己の 本分 を 



と 云 ふ 不思議な 概念に よって 解かう としました。 発生 

的 方法 は 現代で は 心理主義 若しくは ヒストリ ス ムスの 

名の もとに 非難され てゐ ます。 しかしながら 私たち は 

なほ 心理主義 や ヒストリ ス ムスに 陥る ことなくして、 

しかも ひとつの 新しい 発生 的 方法 を考へ 得ないで せう 

か。 実在 を fieri とみる 道 は 論理的 方法 以外に 不可能 

でせ うか。 ナトルプの 心理学の 方法が 心理主義 でない 

ならば、 歴史的 社会的 世界に 成立す る 事実 を それの 歴 

史的 起源に 還元す る ことによ つ て 歴史的 意識の 根源 的 

なる 形 を 構成し、 この 意識の はたらき を 純粋に 記述す 

る 学問 は —— 若し かかる 学問が あつたと すれば —— あ 



尊敬して ゐる 学者の 中で も 逢って みたい 人と 逢って 

みたくない 人と があります。 例へば ブ レン タ ー ノゃ 

ディルタイ は、 若し 許された ことで あったら、 どうし 

て も 逢って みたかった 人です。 ところが ク ー ノ. 

フ イツ シェ ルゃ トレルチの 家の 門 をく ぐる こと は 私に 

は 幾度 も 躊躇され たでせ う。 今の 独逸で 将来の ある 哲 

学者と 云 へば、 多くの 人が ハルトマンと ハ イデ ッ ゲル 

と を 挙げます。 私 は 去年の 秋 マ— ルブルクに 来て、 こ 

の 二人に 逢 ひ、 その 講義に 出たり、 ゼ ミナ— ルに加 は 

つたり して ゐ ます。 ハイデ ッ ゲルが 新しく マ ー ル ブル 

クへ 来たの は 私に は 嬉しい ことでした。 ハルトマンに 



対する 感じ を 一 口で 云へば、 彼 は 所謂 「仕掛の 大きい」 

人です。 それが あるとき は 気取った、 あるとき は 芝居 

がかった 態度になる の は 何の 無理 もない ことで せう。 

講義 は なかなか 手際が よく、 聴講 者 も 非常に 沢山 あり 

ます。 ゼ ミナ ー ル では 彼 は 自分の 弱味 をみ せる こと を 

嫌がり 過ぎて ゐ ます。 正直に 云へば、 私 は ハルトマン 

に 直接 学ぶ やうに な つてから、 彼が それほど 将来の あ 

る 人で あるか どうか 多少 疑問に する やうに なりました _ 

少く とも 今の 私に は ハルトマン の 偉 さが 分りません。 

彼の 著 はした 『認識の 形而上学』 もなかな か 「仕掛の 

大きい」 ものです。 いかにも 手際よ く 出来て ゐ ます。 



しかしながら この 厳しい、 堂々 として 構へ が 凡て ひと 

つの 機 の 上に 出来て ゐる やうに 私に は 感じられ るの 

で す。 —— 若し 貴方が この 書物 を 既に 読んで いらつ し 

やるならば、 私の 謂 ふ 機が 何で あるか、 直に 思 ひ 当ら 

れる ことと 存じます。 —— 彼 は 無造作に 本体論 ゃ形而 

上 学の 成立の 可能性と 必要性と を 説きます。 認識 は 

Erzeugen ではなく、 Erfassen である。 認識が 把捉で 

あるならば、 把捉 さるべき ものが 凡ての 認識の 前に そ 

れ から 独立に 成立して ゐ ねばならず、 そして この もの 

は 本体論 的、 形而上学 的な ものであると ハルトマン は 

云 ひます。 若し この 前提が 正しかった ならば、 本体論 



の 成立の 必然性 も 極めて 手軽に 証明の 出来る ことで あ 

るに 相違ありません。 しかし 認識が 把捉で あると 云 ふ 

こと そのものが 私たちに は 最も 疑 はしい ことなの です。 

あらゆる 立場の 此方に あらう とする 彼の 哲学 は、 彼の 

所謂 現象学に 於いて 現象の 分析に よって、 認識が 実際 

に 把捉で ある こと を 示さなければ なりません。 けれど 

そ マ J で 彼が 事実 行 つて ゐるこ と は 悉く 認識 は 把捉で あ 

ると 云 ふこと を 前提と した 上での 認識 概念の 分析で あ 

つて、 この 前提 そのもの は、 何処に も 具体的に 示され 

てゐ ない と 思 ひます。 かう 云へば ハルトマンの 哲学 は、 

この 現象 は 我々 の nat&iidle Einstellung に 於け る認 



と 云 ふこと であって 「私が 机 を 把捉す る」 と 云 ふこと 

ではありません。 そのと きまた 同時に 私 は 私の 前に 自 

己 を 現 はして ゐる 存在に 対して —— 言語学 上 の 言葉 を 

借りて 云へば、 ひとつの interpretatio を 行って 

ゐ ます。 この 存在 を 「机」 として 見る ことが 既に ひと 

つの 解釈です。 それ故に 存在と 解釈と は 唯 抽象的に 分 

つ ことが 出来る ばかりであります。 この 簡単な 考察に 

よっても、 認識が 対象の 把捉で あると 云 ふ 前提 は、 立 

場の 最小で なく 却って 立場の 最大 を 意味す る こと、 特 

殊の 立場に 於け る 特殊の 考へ 方に もとづく 認識 概念 を 

本体論 の 予想と する ことが、 ひとつの 冒険に 過ぎ な い 



こと は 明かであります。 歴史的に 云っても ギリシア 哲 

学に は 所謂 Gegenstand にあた る 存在 を 現 はす 概念 

はなく、 存在のう ち 第一 の もの、 直接な もの は 何より 

も 「プラグ マ」 であった のです。 プラグ マと 云 ふの は 

私たちの 扱 ふ もの、 私たちの はたらきの 相手と なる も 

のです。 若し さう であるならば、 ハルトマンが 所謂 現 

象 学 を 論じ、 所謂 Aporetik を 論ずる こと も、 つまり 

は宙に 浮いて ゐる 人形 を 操る ことにな り はしない か を 

私 は 恐れる のです。 ァ リスト テレスの アポ レティ クは 

—— 若し - J の 言葉が 許さ れ るなら ば、 —— も つと 深い 

洞察の 上に 立って ゐ ると 信じます。 同じ 客観主義の 人 



Horizont を もって ゐる 哲学 は 現代に ないで はない か」 

と 云 ひました。 折衷 的で あるに しても 力強い 統一 を 欠 

いて ゐる にしても、 少し 仰山に もの を 云 ふ 嫌 ひが ある 

にしても、 とにかく ハルトマンの 哲学が 広い ホリ ゾン 

トを 目差して ゐる こと だけ は 明かです。 そして この や 

うに 展望の 広い 哲学 を 今の 若い 学生 は 求めて ゐ ます。 

複雑な 経験 を 最近の 歴史に 於いて 体験した 来た これら 

の 青年の かかる 要求に は 何の 無理 もない と 思 ひます。 

論理 主義から 一 歩 踏み出さ うと 云 ふ 努力 や、 Sache そ 

の ものに 帰れと 云 ふ 標語 は、 凡て 広い、 大きな ホリゾ 

ントを 求めようと 云 ふ 要求の 現 はれで あると も みられ 



るで せう。 しかしながら かの Sache と は 一 体 何物な 

のでせ うか。 

ハルトマン のこと を 書いて 思 はず 長くな つた 私 は、 

ハイデ ッ ゲルに 就いては 簡単な 報告 だけにと どめて お 

かねば なりません。 彼 は 最初 リッケルトの 弟子で あり、 

後に は リッケルト を 離れて フッサ— ルに 就き、 今 はま 

た フッサ ー ル に対して も 批評 的と なって、 むしろ ディ 

ル タイな どの 考へ を 進めて ゆかう として をる やうに 見 

えます。 或る日 私が リッケルトと 話しました とき、 

リッケルトが 「ハイデ ッ ゲル は 非常に 天分の 豊かな 男 

であるから、 彼の 思想 はこれ から 後 も まだまだ ワルデ 



語の 「言葉の 感じ」 が 呑み込める やうに なると、 私 は 

ひとつの 言葉の 中に 生きて ゐる〃 Genie "と 云った も 

のに 気が 附 くので す。 そして 私 は 今更ながら 言葉 と 存 

在との 間の 密接な 関係 を 思 はずに は ゐられ ません。 前 

に 云った やうに、 私が 眼 を 開いて ひとつの 「机」 を 見 

ると きに も 既に ひとつの interpretatio が 行 はれて ゐ 

るので あって、 机と 云 ふ 言葉 は 私の 眼の 前に 現 はれて 

ゐる 存在の 意味 を 現 はす はたらき をして ゐ るので す。 

若し 言葉が その 表現の 様々 な 方法に 於いて、 種々 の 方 

面から、 存在の 意味 を 現 はして、 存在 を 私たちに 見 ゆ 

る ものと すると 考 へられ 得るならば、 例へば ァ リスト 



テレスが 語法から 範疇 を 導いた と 云 ふこと にも 深い 意 

味が あると 思 ひます。 私たち はこの やうな 思想の 本当 

の 意味 を 理解す るた め に 、 言葉が た だ 読まれた ば か り 

でな く、 また 単に 聞かれた ばかりでなく、 また 到る と 

マ j ろ 一一 一一 n 葉 を 見、 言 葉に 触れる ことが 出来た ギリシア、 

所謂 「アッチカの 雄弁」 の ギリシア、 文法が 生きて を 

り、 言葉が 裸の ままで 公に 現 はれて 存在して ゐた —— 

私たちの ギリシア 人 は 言葉の この やうな 存在の 仕方 を 

恐らく 「ァレ テスと しての 存在」 と 呼んだ でせ う —— 

ギリシアの 生活 を 思 ひ 浮べなければ なりません。 言葉 

が ひとつの 生命 を もち、 特殊の Genie を もって ゐる 



のかた くな なる 形式 を 習得す る こと を 謂 ふので はあり 

ません。 言葉の 意識 はむしろ 歴史的 意識の ひと つ の は 

たらき、 しかも その 最も 根本的な はたらきの 形式で あ 

ると 私 は 思 ひます。 言語学の 課題 は 人間的な、 殊に 精 

神 的な 存在の 全体の 広さと 深みとの 上に 拡がって をる、 

従 つて 言語学 は 歴史 科学の 根柢 的な 決定的なる 方法で 

ある、 と 云った ゥ— ゼ ネルの 言葉に は 争 ひ 難い 真理が 

含まれて ゐ ると 私 は 思 ひます。 言葉の 意識が 発達して 

ゆく 限り 言語学 上の interpretatio も 決して 終結す る 

こと はないで せう。 そして 私に は 言語学者の 行って ゐ 

る recensio と interpretatio 或 ひ はクリ テイクと へ ル 



私 は 好んで 散歩に 出ます。 ラ— ン 河の 向う に は 兎の 喜 

び さうな、 日 あたりの いい 小高い 丘が あります。 数日 

前 も オット— 教授に 連れられ てこの 丘 を 歩きながら、 

私 は 日本の 話 をし ました。 白樺の 森な ど 人な つかしい 

ものです。 また ラ ー ン 河に 沿うて ゆく の も 面白い こと 

です。 今日 も 私 は賀茂 川の 堤 を 思 ひ 出し、 数年 前の 幼 

稚な詩 を 思 ひ 起しました。 

憧れいで て 野に 来れば 

草 短くて 涙す に 

よし もな けれど 遥かなる 

もう 思 ふゆ ^ 嘆かる る。 



X 

あかつき 光 薄う して 

寂し けれども 魂の 

さと もと むれば 川に 沿 ひ 

道行き ゆきて 還る まじ。 

それで は いつまでも 元気で ゐて 下さい。 雪が 降れば 

またお 便りし ませう。 
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